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１）訪問看護の人材確保・定着に関する調査票（ステーション管理者用） 

※　本調査票は、事業所の管理者の方がご記入ください。
※　回答の際は、あてはまる番号を○で囲んでください。
※　調査時点は、平成24年5月1日または質問に記載している期間とします。

※　お差支えなければ、ご記入ください。

ステーション名

記入者＝管理者名

１．　訪問看護ステーションについて

1-1　所在地 　　　　　　　　　　　　　　　区　・　市　・　町　・　村

1-2　開設年度 　昭和　　・　　平成　　　　　　　　　　　　　　　　　　年度

1-3　開設主体 1.社会福祉法人　2.医療法人　３．民法法人（社団・財団）　４．営利法人  ５．NPO

法人　６．生活協働組合　７．その他法人　８．区市町村

９．その他（　　　　　）
1-4　開設主体が提供す
るサービスで、併設施
設に○をつけてくださ
い。
※各サービスには介護
予防を含みます。
※「併設」とは同一敷
地内にある又は道路を
隔てて隣接している場
合を指します。

１.病院　２.診療所　３．介護老人保健施設　４．介護老人福祉施設　５．訪問看護

６．訪問入浴介護　７．訪問リハビリテーショ　８．居宅療養管理指導　９．通所介

護　１０．通所リハビリテーション　１１．短期入所生活介護　１２．短期入所療養

介護　１３．居宅介護支援・介護予防支援　１４．福祉用具貸与　１５．特定施設入

居者生活介護　１６．小規模多機能居宅介護　１７．夜間対応型訪問介護　１８．認

知症対応型通所介護　１９．認知症対応型共同生活介護　２０．地域密着型特定施設

２１．地域密着型介護老人福祉施設　２２．地域包括支援センター　２３．在宅介護

支援センター　２４．療養通所　２５．複合型サービス　２６．定期巡回・随時対応

サービス　２７．その他（　　      　　　　　）

1-5　利用者数及び延べ
訪問回数
（H24.4月中、１ヶ月間
の状況）

1-6　昨年度の経営状況 １．黒字　２．赤字　３．収支均衡　４．不明　５．その他（　　　　　）

1-7　ステーションの得
意とする分野
※得意としている利用者の特
性を最大３つまで○をつけて
ください。

１．要介護高齢者　２．要支援高齢者　３．がん末期　４．がん以外の末期　５．精

神疾患　６．神経難病　７．小児　８．リハビリテーション　９．認知症　１０．そ

の他（　　　　　　　）　１１．特になし（広く利用者を受けている。）

1-8　貴管地域内のス
テーションを質・量共
に総合的に考えた場
合、充足していると思
いますか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1-9  職員数について

訪問看護の人材確保・定着に関する調査票（ステーション管理者用）

充足していない 充足している

１ ２ ３ ４ ５

※5段階で評価し、○を付けて下さい。

介護保険法 健康保険法等 その他

利用者数（人） 人 人 人

うち新規利用者数
（人） 人 人 人

延訪問回数（回） 回 回 回

4月中、1ヶ月間の状況

管理者用

職種 常勤実人数 非常勤実人数
常勤換算数

（常勤＋非常勤）

1 看護職員（保健師、助産師、看護師、准看

護師）
人 人 人

2 ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ 人 人 人

3 看護補助 人 人 人

4 事務職員 人 人 人

5 その他（　　　　） 人 人 人  
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２．　職員の募集・採用・退職について

2-3　退職理由
※当てはまるもの全てに○を
つけてください。（非常勤を
含む。）

１．責任が重い　２．給料・賃金が安い　３．休暇がとりづらい　４．自宅訪問に慣
れていない　５．研修体制が不十分である　６．病院施設勤務志向が強い　７．看護
師としてやりたいことができない　８．キャリアアップしにくい　９．夜間携帯等で
の拘束が負担　１０．職場の人間関係　１１．家庭等の都合（育児、介護等）　１
２．その他（　　　　　）

2-4　充足したい人数
※目指すべき訪問看護を実施
するために採用できるとした
ら、あと何人必要だと思われ
ますか。

（１）常勤職員⇒　　１． １人   ２． ２人   ３． ３人   ４． ４人   ５． ５人
６．その他（　       　）人

（２）非常勤⇒常勤職員換算　(　　　　　　　)日分

3-1　職員の教育につい
て

１．　訪問看護ステーションの独自の教育プログラムがある。
２．　開設主体と共通の教育プログラムがある。
３．　特にない。
４．　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４．　同行訪問について
4-1　新規採用職員の同
行訪問の期間

１．1週間以内　２．1ヶ月以内　３．2ヶ月以内　４．3ヶ月以内

５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4-2　同行訪問の望まし
い期間

１．1週間以内　２．1ヶ月以内　３．2ヶ月以内　４．3ヶ月以内
５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4-3　事業所として、質・
量共に総合的に考えた場
合、同行訪問する看護師の
技術・指導方法レベルは足
りていますか。

１．足りている　２．足りていない　３．その他（　　　　　　　）

4-4　同行訪問後の振り返
りや事例検討は行っていま
すか。

１．振り返りを行っている　２．事例検討を行っている　３．特に何も行っていない
５．その他（　　　　　　　　　　　　）

4-5　同行指導には何が
必要ですか。 １．人件費　２．指導能力がある人材　３．統一的なマニュアル　４．指導者に対す

る研修　５．同行訪問後の振り返り　６．その他（　　　　　　　　　　　　　）

2-1　平成23年度採用・
退職者数
※平成23年度中（平成23年4月
1日から平成24年3月31日の1年
間）に採用した人数、及び退
職した人数をご記入くださ
い。

2-2　看護師の募集・採
用方法で（１）、
（２）のそれぞれにつ
いて、あてはまる項目
すべてに、表の中に○
をつけてください。

３．職員の養成・教育について

常勤 非常勤 常勤 非常勤
1 看護師・保健師・助産師 人 人 人 人
2 准看護師 人 人 人 人
3 その他（　　　　） 人 人 人 人

採用 退職
職種

採用時オリエンテーション １．十分できている ２．まあまあできている ３．できていない

視聴覚教材を使った学習 １．十分できている ２．まあまあできている ３．できていない

文献学習が可能な学習環境の提供 １．十分できている ２．まあまあできている ３．できていない

外部研修への参加支援 １．十分できている ２．まあまあできている ３．できていない

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

募集・採
用方法

ステー
ション体
験(見学）

ナースバ
ンク

ハロー
ワーク

知人によ
る紹介

求人広告
併設施設
からの異

動

学校の就
職課

人材紹介
インター
ネット等

その他
（　　　）

（１）利用
したこと
がある

（２）採用
すること
ができた
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5-1　事業所内で右記の
ようなことがどのくら
い行われていますか。
（平成23年度内の実施
状況についてお答えく
ださい。）

5-2　貴ステーションに
おいてマニュアルを作
成又は使用しています
か。

5-3　効果的なＯＪＴは
どのような方法です
か。（自由記載）

5-4　入社した職員の
キャリア等に応じて計
画的な研修を実施して
いますか。

１．適切に実施されている　２．一部実施されている　３．実施されていない

４．その他（　　         　　　　）

5-5　ステーション内だ
けでなく、外部施設に
行って教育を受けるシス
テムを持っていますか。

１．病院　２．診療所　３．介護施設　４．他の看護ステーション　５．ない

６．その他（　　　　　　　　　　　　）

6-1　訪問看護と病院と
の違いは何だと思いま
すか。

６．訪問看護の特殊性について

５．事業所内のＯＪＴ（職場内研修等）の機会について

実施して
いない

年数回程
度

月1回程
度

週1回程
度

週2回程
度

ほぼ毎日

朝礼等の場での助言や指導 1 2 3 4 5 6

同行訪問を通じた助言や技術指導 1 2 3 4 5 6

事業所内会議を通じた助言や指導 1 2 3 4 5 6

個別面接を通じた助言や指導 1 2 3 4 5 6

事例検討（振り返り） 1 2 3 4 5 6

訪問看護業務の基準となるマニュアル　１．独自のマニュアル有り ２．既存のマニュアルを使用 　３．無し

訪問看護手順を示したマニュアル 　１．独自のマニュアル有り ２．既存のマニュアルを使用 　３．無し

質問項目
とてもそう

思う
まあそう
思う

どちらでも
ない

あまりそう
思わない

全くそうそう
思わない

１．豊富な知識や経験が必要である　 1 2 3 4 5

２．看護職の責任が重い　 1 2 3 4 5

３．自分の知識や技能をいかすことができる　 1 2 3 4 5

４．やりがい・生きがいをもてる仕事である　 1 2 3 4 5

５．安定性・将来性がある　 1 2 3 4 5

６．キャリアアップに繋がる　 1 2 3 4 5

７．家庭生活との両立がしやすい　 1 2 3 4 5

８．給与が高い　 1 2 3 4 5

９．自分の都合のよい日・時間に働ける　 1 2 3 4 5

１０．体力的な負担が軽い 1 2 3 4 5
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７．　管理者として
7-1　看護師としての経
験年数 　　　　　　　　　　　年　　　　　　　　ヶ月

7-2　貴事業所での管理
者期間 　　　　　　　　　　　年　　　　　　　　ヶ月

7-3  統括所長の有無
１．有り　　２．無し

7-4  グループ経営をし
ていますか。

１．していない

２．している　⇒  総事業所数　（　　　　　　　）か所

7-5　管理者としてス
タッフの人材育成につい
て、自信をもって取り組
んでいると思いますか。

１．とてもそう思う　２．まあそう思う　３．どちらでもない　４．あまりそう思わ

ない　５．全くそう思わない

7-6　管理者として過去
を振り返って、貴ス
テーションの状態をど
う思われますか。

１．拡大傾向（成長中）　　２．維持期　　３．縮小傾向　　４．わからない

7-7　管理者として目指
している方向性

１．事業所の人数規模拡大　２．対象（精神科や小児など年齢や疾患等）の拡大がで

きる質の確保　３．現状維持　４．特にない　５．その他（　　　　　　　）

7-8　およその年収
※差し支えなければお
答え願います。

１．400万円未満　２．400～500万円　３．500万円～600万円　４．600万円～700万円

５．700万円～800万円　６．800万円以上

８．　ステーション開設に当たって
8-1　事業所を開設する
にあたって、困難を感
じ課題に○を付けて下
さい。（いくつでも
可）また、１番困難と
感じた課題に◎を付け
て下さい。（ひとつだ
け）

１．職員（2.5人以上）の確保　２．利用者の確保　３．開設までの資金の確保（概

ねの額が分かれば記入してください＝概算　　　　　　万円）　４．開設後の当初

運転資金の確保（概ねの額が分かれば記入してください＝概算　　　　　　万円）

５．事業所の確保　６．特にない　７．その他（　　　　　　　　　　　　）

９．　自由記載

※お忙しい中、ご協力頂きましてありがとうございます。
※同封の返信用封筒にて、7月6日（金曜日）までに投函して頂けると助かります。
※個人が特定できないように分析させて頂くとともに東京都の施策に反映させて頂きます。

・訪問看護ステーションの人材確保・定着にあたったの工夫や心がけていること、大切にしていることなど、
ご自由にお書きください。
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２）訪問看護の人材確保・定着に関する調査票（ステーション常勤職員用） 

※　回答の際は、あてはまる番号を○で囲んでください。

※　調査時点は、平成24年5月1日または質問に記載している期間とします。

１．　訪問看護ステーションについて

1-1　在職年数
現在の職場の勤務年数：　　　　　年　・　訪問看護の経験年数：　　　　　年

1-2　年代
２０代　　・　　３０代　　・　　４０代　　・　　５０代　　・　　６０代

1-3　前職 １．別の訪問看護ステーション　２．病院　３．診療所　４．施設

５．休職中　６．併設施設からの異動　７．新卒者　８．その他（　　　　　　）

1-4　訪問看護をやり
はじめたきっかけは何
ですか。

１．以前から興味があった　２．訪問看護に魅力があるから　３．通勤が便利だから

４．育児・介護等ワークライフバランスの自由度が高いから　６．夜勤がないから

７．その他（　　　　　　　　　　）
1-5　入社したきっか
けは何ですか。

１．求人広告　２．知人からの紹介　３．ナースバンク　４．派遣紹介

５．新卒者  ６．その他（　　　　　）

1-6　現在のステー
ションを選んだ理由は
何ですか。
※複数回答可

１．先輩や知人からの推薦・紹介　２．事業所規模が大きいから　３．研修体制が充

実しているから　４．管理者の訪問看護に対する姿勢に魅力を感じたたから  ５．処

遇（給与等）が良いから　６．通勤が便利だから　７．ステーション体験（見学）で

良かったため　８．その他（　　　       　）
1-7　継続している理
由
※複数回答可

１．訪問看護に魅力があるから　２．通勤が便利だから　３．良い先輩・同僚の

サポートがあるから　４．研修が充実しているから　５．育児・介護等ワークライ

フバランスの自由度が高いから　６．夜勤がないから　７．その他（　　　　　　）

1-8　訪問看護をする
に当たり困難と思う場
面は何ですか。
※複数回答可

１．1人で判断を求められる　２．.緊急時の対応　３．最新の医療技術等の知識

の習得が困難　４．利用者・家族との調整　５．医師との調整・連携　６．ケアマ

ネジャーとの調整・連携　７．ヘルパーとの調整・連携　８．自転車等での移動に

よる悪天候や日差し等の環境　９．夜間携帯保持の負担　10．その他（　　　　　）

1-9  常勤のメリット
は何ですか。
※複数回答可

１．処遇（給与等）が良い　２．安定性・将来性がある　３．キャリアアップに繋が

る　４．特になし　　５．その他（　　　　　　　　）

1-10  常勤のデメリッ
トは何ですか。
※複数回答可

１．一人で訪問するため責任が重い　２．夜間の拘束（携帯当番等）が負担である

３．家庭との両立がしにくい　４．自分の都合のよい日・時間に働けない　５．体力

的な負担が重い　６．特になし　７．その他（　　　　　　　　）
1-11　職員定着のため
に必要なこと（もの）
は何ですか。※複数回答可

１．ＯＪＴ（職場内研修）　２．同行訪問　３．人材育成支援　４．給与・賃金

５．キャリアアップのしくみ　６．その他（　　　　　　　　　）

1-12　訪問看護を行う
あたり、どのような研修
（人材育成）が有効です
か。※複数回答可

１．同行訪問　２．外部研修　３．病院の研修　４．他の訪問看護ステーションへ

の相互研修　５．職場内研修（OJT）

※　本調査票は、事業所の常勤職員のうち、貴ステーション在職1年以上で、かつ、50音順の最初の方から
　　4名までご記入ください。

※　記入方法等でご不明な点がありましたら、東京都福祉保健局高齢社会対策部介護保険課℡(03)5320-4279
   までおたずね下さい。

訪問看護の人材確保・定着に関する調査票（ステーション常勤職員用） 常勤職員用
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1-13　長くこの職場に
いるために、必要なこ
とは何ですか。（自由
記載）

2-1　訪問看護と病院
との違いは何だと思い
ますか

３．過去1年間で事業所内で受けたＯＪＴ（職務を通じた研修等）等の影響について

3-1　過去1年間で事業
所内で受けたＯＪＴ
（職務を通じた研修
等）の影響について○
を付けてください。

４．職場満足度スケール及び年収について

4-1　あなたの現在の
職場に対する満足度を
○を付けてください

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4-2　およその年収
※差し支えなければお
答え願います。

１．400万円未満　２．400～500万円　３．500万円～600万円　４．600万円～700

万円　５．700万円～800万円　６．800万円以上

※お忙しい中、ご協力頂きましてありがとうございます。
※同封の返信用封筒にて、7月6日（金曜日）までに投函して頂けると助かります。
※個人が特定できないように分析させて頂くとともに東京都の施策に反映させて頂きます。

２．訪問看護の特殊性について

質問項目 とてもそう思う まあそう思う
どちらでもな

い
あまりそう思

わない
全くそうそう
思わない

１．豊富な知識や経験が必要である　 1 2 3 4 5

２．看護職の責任が重い　 1 2 3 4 5

３．自分の知識や技能をいかすことができる　 1 2 3 4 5

４．やりがい・生きがいをもてる仕事である　 1 2 3 4 5

５．安定性・将来性がある　 1 2 3 4 5

６．キャリアアップに繋がる　 1 2 3 4 5

７．家庭生活との両立がしやすい　 1 2 3 4 5

８．給与が高い　 1 2 3 4 5

９．自分の都合のよい日・時間に働ける　 1 2 3 4 5

１０．体力的な負担が軽い 1 2 3 4 5

１
と
て
も

不
満
で
あ

る ２
少
し

不
満
が

あ
る

３
ど
ち
ら

で
も
な
い

４
ま
あ

満
足
で

あ
る

５
と
て

も
満
足

で
あ
る

OJT及び外部研修の影響

朝礼等の場での助言や指導 １．ある ２．ない １．とてもそう思う ２．まあそう思う ３．どちらでもない ４．あまりそうない ５．全くそう思わない

同行訪問を通じた助言や技術指導 １．ある ２．ない １．とてもそう思う ２．まあそう思う ３．どちらでもない ４．あまりそうない ５．全くそう思わない

事業所内会議を通じた助言や指導 １．ある ２．ない １．とてもそう思う ２．まあそう思う ３．どちらでもない ４．あまりそうない ５．全くそう思わない

個別面接を通じた助言や指導 １．ある ２．ない １．とてもそう思う ２．まあそう思う ３．どちらでもない ４．あまりそうない ５．全くそう思わない

事例検討（振り返り） １．ある ２．ない １．とてもそう思う ２．まあそう思う ３．どちらでもない ４．あまりそうない ５．全くそう思わない

外部研修の受講がありますか １．ある ２．ない １．とてもそう思う ２．まあそう思う ３．どちらでもない ４．あまりそうない ５．全くそう思わない

助言指導等を受けたこ
とがありますか

（左記で１．あると答えた場合のみ回答願います。）
それは、訪問看護師としての資質向上に影響を与えたか
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３）訪問看護の人材確保・定着に関する調査票（ステーション非常勤職員用） 

※　回答の際は、あてはまる番号を○で囲んでください。

※　調査時点は、平成24年5月1日または質問に記載している期間とします。

１．　訪問看護ステーションについて

1-1　在職年数 現在の職場の勤務年数：　　　　　年　・　訪問看護の経験年数：　　　　　年

1-2　年代 　　２０代　　・　　３０代　　・　　４０代　　・　　５０代　　・　　６０代

1-3　前職 １．別の訪問看護ステーション　２．病院　３．診療所　４．施設

５．休職中　６．併設施設からの異動　７．新卒者　８．その他（　　　　　　）

1-4　訪問看護をやり
はじめたきっかけは何
ですか。※複数回答可

１．以前から興味があった　２．訪問看護に魅力があるから　３．通勤が便利だから

４．育児・介護等ワークライフバランスの自由度が高いから　６．夜勤がないから

７．その他（　　　　　　　　　　）
1-5　入社したきっか
けは何ですか。※複数
回答可

１．求人広告　２．知人からの紹介　３．ナースバンク　４．派遣紹介

５．新卒者  ６．その他（　　　　　）
1-6　現在のステー
ションを選んだ理由は
何ですか。※複数回答可

１．先輩や知人からの推薦・紹介　２．事業所規模が大きいから　３．研修体制が充

実しているから　４．管理者の訪問看護に対する姿勢に魅力を感じたたから  ５．処

遇（給与等）が良いから　６．通勤が便利だから　７．ステーション体験（見学）で

良かったため　８．その他（　　　　）
1-7　継続している理
由※複数回答可

１．訪問看護に魅力があるから　２．通勤が便利だから　３．良い先輩・同僚のサ

ポート　４．研修が充実しているから　５．育児・介護等ワークライフバランスの自

由度が高いから　６．夜勤がないから　７．その他（　　　　　　）
1-8　訪問看護をする
に当たり困難と思う場
面は何ですか。※複数
回答可

１．1人で判断を求められる　２．.緊急時の対応　３．最新の医療技術等の知識の習

得が困難　４．利用者・家族との調整　５．医師との調整・連携　６．ケアマネ

ジャーとの調整・連携　７．ヘルパーとの調整・連携　８．自転車等での移動による

悪天候や日差し等の環境　９．夜間携帯保持の負担　10．その他（　　　　　）
1-9  非常勤のメリッ
トは何ですか
※複数回答可

１．家庭生活と両立がしやすい　２．自分の都合のよい日・時間に働ける（勤務時間

等の自由度が高い）　３．夜間の拘束（携帯当番等）の負担が軽い　４．特になし

５．その他（　　　　　　　）
1-10  非常勤のデメ
リットは何ですか
※複数回答可

１．処遇（給与等）が良くない　２．安定性・将来性がない　３．キャリアアップに

繋がらない　４．特になし ５．その他（　　　　　）
1-11　常勤を希望しま
すか

１．希望する
（その理由）　１．非常勤だと処遇（給与等）が良くない　２．非常勤だと安定性・
将来性がない　３．非常勤だとキャリアアップに繋がらない　４．特になし
５．その他（　　　　　）

２．希望しない
（その理由）　１．非常勤だと家庭生活と両立がしやすい　２．非常勤だと自分の都
合のよい日・時間に働ける（勤務時間等の自由度が高い）　３．非常勤だと夜間の拘
束（携帯当番等）の負担が軽い　４．特になし　５．その他（　　　　　　　）

1-12　職員定着のため
に必要なこと（もの）
は何ですか。

１．ＯＪＴ（職場内研修）　２．同行訪問　３．人材育成支援　４．給与・賃金

５．キャリアアップのしくみ　６．その他（　　　　　　　　　）

1-13　訪問看護を行う
あたり、どのような研
修（人材育成）が有効
ですか。

１．同行訪問　２．外部研修　３．病院の研修　４．他の訪問看護ステーションへの

相互研修　５．職場内研修（OJT）

※　本調査票は、事業所の非常勤職員のうち、貴ステーション在職1年以上で、かつ、50音順の最初の方
　(1名）がご記入ください。

※　記入方法等でご不明な点がありましたら、東京都福祉保健局高齢社会対策部介護保険課℡(03)5320-4279
   までおたずね下さい。

訪問看護の人材確保・定着に関する調査（ステーション非常勤職員用） 非常勤職員用
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1-14　長くこの職場に
いるために、必要なこ
とは何ですか。（自由
記載）

2-1　訪問看護と病院
との違いは何だと思い
ますか

３．過去に1年間で事業所内で受けたＯＪＴ（職務を通じた研修等）等の影響について

3-1　過去に1年間で事
業所内で受けたＯＪＴ
（職務を通じた研修
等）の影響について○
を付けてください。

４．職場満足度スケール及び年収について

4-1　あなたの現在の
職場に対する満足度を
○を付けてください

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4-2　およその年収
※差し支えなければお
答え願います。

１．400万円未満　２．400～500万円　３．500万円～600万円　４．600万円～700

万円　５．700万円～800万円　６．800万円以上

※お忙しい中、ご協力頂きましてありがとうございます。
※同封の返信用封筒にて、7月6日（金曜日）までに投函して頂けると助かります。
※個人が特定できないように分析させて頂くとともに東京都の施策に反映させて頂きます。

２．訪問看護の特殊性について

質問項目 とてもそう思う まあそう思う
どちらでもな

い
あまりそう思

わない
全くそうそう
思わない

１．豊富な知識や経験が必要である　 1 2 3 4 5

２．看護職の責任が重い　 1 2 3 4 5

３．自分の知識や技能をいかすことができる　 1 2 3 4 5

４．やりがい・生きがいをもてる仕事である　 1 2 3 4 5

５．安定性・将来性がある　 1 2 3 4 5

６．キャリアアップに繋がる　 1 2 3 4 5

７．家庭生活との両立がしやすい　 1 2 3 4 5

８．給与が高い　 1 2 3 4 5

９．自分の都合のよい日・時間に働ける　 1 2 3 4 5

１０．体力的な負担が軽い 1 2 3 4 5

１
と
て
も

不
満
で
あ

る ２
少
し

不
満
が

あ
る

３
ど
ち
ら

で
も
な
い

４
ま
あ

満
足
で

あ
る

５
と
て

も
満
足

で
あ
る

OJT及び外部研修の影響

朝礼等の場での助言や指導 １．ある ２．ない １．とてもそう思う ２．まあそう思う ３．どちらでもない ４．あまりそうない ５．全くそう思わない

同行訪問を通じた助言や技術指導 １．ある ２．ない １．とてもそう思う ２．まあそう思う ３．どちらでもない ４．あまりそうない ５．全くそう思わない

事業所内会議を通じた助言や指導 １．ある ２．ない １．とてもそう思う ２．まあそう思う ３．どちらでもない ４．あまりそうない ５．全くそう思わない

個別面接を通じた助言や指導 １．ある ２．ない １．とてもそう思う ２．まあそう思う ３．どちらでもない ４．あまりそうない ５．全くそう思わない

事例検討（振り返り） １．ある ２．ない １．とてもそう思う ２．まあそう思う ３．どちらでもない ４．あまりそうない ５．全くそう思わない

外部研修の受講がありますか １．ある ２．ない １．とてもそう思う ２．まあそう思う ３．どちらでもない ４．あまりそうない ５．全くそう思わない

助言指導等を受けたこ
とがありますか

（左記で１．あると答えた場合のみ回答願います。）
それは、訪問看護師としての資質向上に影響を与えたか
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４）訪問看護の人材確保・定着に関する調査（病院訪問看護部門管理者用） 

※　本調査票は、病院の訪問看護部門の管理者（担当者）又は看護部門の担当の方がご記入ください。

※　回答の際は、あてはまる番号を○で囲んでください。

※　調査時点は、平成24年5月1日または質問に記載している期間とします。

※　　お差支えなければ、ご記入ください。

病院名

部署名（所属）・記入者

1-1　訪問看護と病院と
の違いは何だと思いま
すか。

２．訪問看護の実施状況

　１．実施している　 →　３ 以降のご質問にお答えください。

　２．実施していない →  2-2以降の質問にお答えください。

2-2  訪問看護を実施し
ていない理由 １．人材不足（訪問よりも外来や病棟への配置を優先）　２．報酬が見合わないため

３．独立型（併設）の訪問看護ステーションがあるため　４．必要性を感じないため

５．訪問看護をやりたい看護師がいない　　６．その他（　　　　　　　　　　）

2-3  訪問看護を実施す
る予定はありますか。 １．独立型（併設）の訪問看護ステーションを新設予定

２．病院の訪問看護部門を新設予定

３．既存の診療科の中で、必要に応じて訪問看護を実施　　４．予定なし

３．　訪問看護部門について

3-1　病院の所在地
　　　　　　　　　　　　　　　区　・　市　・　町　・　村

3-2　訪問看護実施年度
　　昭和　・　平成　　　　　　　　　　　年度

2-1　貴病院にて訪問看
護を実施しています
か。

《２．実施していないとお答えの方のみお答えください》

※当調査の最後に、訪問看護に関するご意見や改善案をお書き頂く欄がありますので、
　ぜひご自由にお書きください。
※質問は以上です。ありがとうございました。

１．訪問看護の特殊性について

訪問看護の人材確保・定着に関する調査（病院訪問看護部門管理者用）

質問項目
とてもそう思

う
まあそう思う

どちらでもな
い

あまりそう思
わない

全くそうそう
思わない

１．豊富な知識や経験が必要である　 1 2 3 4 5

２．看護職の責任が重い　 1 2 3 4 5

３．自分の知識や技能をいかすことができる　 1 2 3 4 5

４．やりがい・生きがいをもてる仕事である　 1 2 3 4 5

５．安定性・将来性がある　 1 2 3 4 5

６．キャリアアップに繋がる　 1 2 3 4 5

７．家庭生活との両立がしやすい　 1 2 3 4 5

８．給与が高い　 1 2 3 4 5

９．自分の都合のよい日・時間に働ける　 1 2 3 4 5

１０．体力的な負担が軽い 1 2 3 4 5

 管理者用
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3-3　病院の開設主体 1.社会福祉法人 　2.医療法人　 ３．民法法人（社団・財団） 　４．営利法人

５．NPO法人　 ６．生活協働組合　 ７．その他法人　 ８．区市町村
　
９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3-4　病院開設主体が提
供するサービスで、併
設施設に○をつけてく
ださい。
※各サービスには介護
予防を含みます。
※「併設」とは同一敷
地内にある又は道路を
隔てて隣接している場
合を指します。

１.病院　２.診療所　３．介護老人保健施設　４．介護老人福祉施設　５．訪問看護

６．訪問入浴介護　７．訪問リハビリテーショ　８．居宅療養管理指導　９．通所介

護　１０．通所リハビリテーション　１１．短期入所生活介護　１２．短期入所療養

介護　１３．居宅介護支援・介護予防支援　１４．福祉用具貸与　１５．特定施設入

居者生活介護　１６．小規模多機能居宅介護　１７．夜間対応型訪問介護　１８．認

知症対応型通所介護　１９．認知症対応型共同生活介護　２０．地域密着型特定施設

２１．地域密着型介護老人福祉施設　２２．地域包括支援センター　２３．在宅介護

支援センター　２４．療養通所　２５．複合型サービス　２６．定期巡回・随時対応

サービス　２７．その他（　　　　　　　　　　　　）
3-5　訪問看護を利用し
ている診療科

1.外科　2.内科　３．診療内科　４．小児科　５．精神科　６．神経科・神経内科

７．整形外科　　８．その他（　　　　　　　　　　　　　　）

3-6　訪問看護実施して
いる職員数（人数）

3-7　訪問看護実利用者
数
（Ｈ24．４月中１ヵ月
間）

3-8  訪問看護利用者の
割合 自施設医師からの指示（　　　　　　　　　）％

外部からの紹介　　　（　　　　　　　　　）％
その他（　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　）％

3-9　訪問看護部門経営
状況 １．黒字　２．赤字　３．収支均衡　４．不明　５．その他（　　　　　　　　）

3-10  病院全体の看護
師の人員配置状況 １．看護部全体で定期的に人事異動あり　　２．看護部全体で看護師を配置するが、

訪問看護を希望する者は原則異動なし

３．訪問看護部門で独自に雇用を実施　　　４．その他（　　　　　　　　　　）

（１）経営面について

１．独立採算を導入している　　２．一定程度の裁量がある

３．裁量は全くない　　４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（２）人員配置について

１．決定権がある　　２．一定程度の決定権がある　　３．決定権は無い

４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
3-12  訪問看護部門が
主催する定期的な会議
の有無
※複数回答可

１．院内の連携・調整会議がある　　２．地域の関係機関との連携・調整会議がある

３．会議はない　　４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3-11  訪問看護の独立
性について

職種 常勤実人数 非常勤実人数
常勤換算数

（常勤＋非常勤）
1 看護職員※ 人 人 人
2 准看護師 人 人 人
3 看護助手 人 人 人
4 ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ 人 人 人
5 その他 人 人 人
※看護職員とは「保健師、助産師、看護師」を指します

介護保険法 健康保険法等 その他

利用者数（人） 人 人 人

うち新規利用者数（人） 人 人 人

延訪問回数（回） 回 回 回

４月中、１ヶ月間の状況
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４．　職員の募集・採用・退職について

4-3　充足したい人数
※目指すべき訪問看護
を実施するために採用
できるとしたら、あと
何人必要だと思われま
すか。

常勤　１．１人　２．２人　３．３人　４．４人　５．５人　６．その他（　　）人

非常勤　常勤(　　　　　　　)日分

１．　訪問看護部門用の独自の教育プログラムがある。
２．　開設主体と共通の教育プログラムがある。
３．　特にない。
４．　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

６．　同行訪問について
6-1　新人職員の同行訪
問の期間

１．1週間以内　２．1ヶ月以内　３．2ヶ月以内　４．3ヶ月以内

５．その他（　　　　　　　　　　　　）

6-2　同行訪問の望まし
い期間

１．1週間以内　２．1ヶ月以内　３．2ヶ月以内　４．3ヶ月以内

５．その他（　　　　　　　　　　　　）

6-3　同行訪問する看護
師の技術・指導方法レ
ベルは足りているか。 １．足りている　２．足りていない　３．その他（　　　　　　　）

6-4　同行訪問後の振り
返りや事例検討は行っ
ていますか。

１．振り返りを行っている　２．事例検討を行っている　３．特に何も行っていない

４．その他（　　　　　　　　　　　　）

5-1　職員の教育につい
て

4-1　平成23年度採用・
退職者数
※平成23年度中（平成
22年4月1日から平成23
年3月31日の1年間）に
採用した人数、及び退
職した人数をご記入く
ださい。

4-2　看護師の募集・採
用方法で（１）、
（２）のそれぞれにつ
いて、あてはまる項目
すべてに、表の中に○
をつけてください。

５．職員の養成・教育について

常勤 非常勤 常勤 非常勤
1 看護師・保健師・助産師 人 人 人 人
2 准看護師 人 人 人 人
3 その他（　　　　） 人 人 人 人

採用 退職
職種

採用時オリエンテーション １．十分できている ２．まあまあできている ３．できていない

視聴覚教材を使った学習 １．十分できている ２．まあまあできている ３．できていない

文献学習が可能な学習環境の提供 １．十分できている ２．まあまあできている ３．できていない

外部研修への参加支援 １．十分できている ２．まあまあできている ３．できていない

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

募集・採
用方法

ステーショ
ン体験(見

学）

ナースバ
ンク

ハロー
ワーク

知人によ
る紹介

求人広告
併設施設
からの異

動

学校の就
職課

人材紹介
インター
ネット等

その他
（　　　）

（１）利用し
たことがあ
る

（２）採用
することが
できた
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6-5　同行指導には何が
必要か。

１．人件費　２．指導能力がある人材　３．統一的なマニュアル　４．指導者に対す
る研修

５．同行訪問後の振り返り　６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7-1　部署内で右記のよ
うなことがどのくらい
行われていますか。
（平成23年度内の実施
についてお答えくださ
い。）

7-2　貴部署においてマ
ニュアルを作成又は使
用していますか。

7-3　効果的なＯＪＴは
どのような方法か。
（自由記載）

7-4　入社した職員の
キャリア等に応じて計
画的な研修を実施して
いますか。

１．適切に実施されている　２．一部実施されている　３．実施されていない

４．その他（　　　　　　）

7-5　病院内だけでな
く、外部施設に行って
教育を受けるシステム
を持っていますか。

１．他の病院　２．診療所　３．介護施設　４．他の看護ステーション　５．なし
６．その他（　　　　　　）

８．　訪問看護部門の管理者として
8-1　管理者としてス
タッフの人材育成につ
いて、自信をもって取
り組んでいますか。

１．とてもそう思う　  ２．まあそう思う　  ３．どちらでもない

４．あまりそう思わない　５．全くそう思わない

8-2　看護師としての経
験年数 　　　　　　　　　　　年　　　　　　　　ヶ月

8-3　貴部門での管理者
期間 　　　　　　　　　　　年　　　　　　　　ヶ月

8-4　管理者として過去
を振り返って、貴部門
の状態をどう思われま
すか。

１．拡大傾向（成長中）　　２．維持期　　３．縮小傾向　　４．わからない

8-5　管理者として目指
している方向性

１．訪問看護部門の人数規模拡大　２．対象（精神科や小児など年齢や疾患等）の拡
大がで

きる質の確保　３．現状維持　４．特にない　５．その他（　　　　　　　）
8-6　およその年収
※差し支えなければお
答え願います。

１．400万円未満　２．400～500万円　３．500万円～600万円

４．600万円～700万円　５．700万円～800万円　６．800万円以上

７．訪問看護部署内のＯＪＴ（職場内研修等）の機会について

実施して
いない

年数回程
度

月1回程
度

週1回程
度

週2回程
度

ほぼ毎日

朝礼等の場での助言や指導 1 2 3 4 5 6

同行訪問を通じた助言や技術指導 1 2 3 4 5 6

部署内会議を通じた助言や指導 1 2 3 4 5 6

個別面接を通じた助言や指導 1 2 3 4 5 6

事例検討（振り返り） 1 2 3 4 5 6

訪問看護業務の基準となるマニュアル 　１．独自のマニュアル有り ２．既存のマニュアルを使用 　３．無し

訪問看護手順を示したマニュアル 　１．独自のマニュアル有り ２．既存のマニュアルを使用 　３．無し
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※お忙しい中、ご協力頂きましてありがとうございます。
※個人が特定できないように分析させて頂くとともに、東京都の施策に反映させて頂きます。
※平成２４年７月２３日（月曜日）までに東京都介護保険課までお送り下さいますようお願いいたします。

９．自由記載
訪問看護部門の人材確保・定着にあたっての工夫や心がけていること、大切にしていることなど、ご自由にお
書きください。
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５）訪問看護の人材確保・定着に関する調査（病院の訪問看護部門常勤・従事者用） 

※　回答の際は、あてはまる番号を○で囲んでください。

※　調査時点は、平成24年5月1日または質問に記載している期間とします。

１．　訪問看護部門の在職年数について

1-1　在職年数 現在の職場の勤務年数：　　　　　年　・　訪問看護の経験年数：　　　　　年

1-2　年代 　　２０代　　・　　３０代　　・　　４０代　　・　　５０代　　・　　６０代

1-3　前歴 １．同病院の他科　　２．他病院　　３．診療所　　４．施設　　５．休職中
６．併設施設からの異動　　７．新卒者　　８．その他（　　　　　　　　　　）

1-4　訪問看護をやりは
じめたきっかけ
※複数回答可

１．以前から興味があった　２．訪問看護に魅力があるから　３．通勤が便利だから
　
４．育児・介護のワークライフバランスの自由度が高いから　５．夜勤がないから
　
６．病院内の人事異動　７．その他（　　　　　　　　　　）

1-5　訪問看護をするに
当たり困難と思う場面
※複数回答可

１．1人で判断を求められる　　２.緊急時の対応　　３．最新の医療技術等の知識の
習得が困難

４．利用者・家族との調整　　５．医師との調整・連携　　６．ケアマネジャーとの
調整・連携

７．ヘルパーとの調整・連携　　８．自転車等での移動による悪天候や日差し等の環
境

９．夜間携帯保持の負担　　１０．その他（　　　　　　　　　　　　　　）

1-6  在宅看護を行うに
あたり、どのような研
修（人材育成）が有効
か
※複数回答可

１．ＯＪＴ（職場内研修）　２．同行訪問　　３．人材育成支援　　４．給与・賃金

５．キャリアアップのしくみ　　６．その他（　　　　　　　　　　　　）

１．病院より給与が高い　　２．研修体制が充実　　３．キャリアアップにつながる

４．病院に復職できる　　５．自分自身のスキルの充実

【自由記載欄】

1-8  将来、訪問看護ス
テーションに勤務する
意向はありますか。 １．ある　　　２．なし　　　３．わからない

※　本調査票は、病院の訪問看護部門の常勤職員のうち、原則訪問看護部門在職１年以上の看護師で、
     かつ、50音順の最初の方がご記入ください。

※　記入方法等でご不明な点などがありましたら、東京都福祉保健局高齢社会対策部介護保険課
    ℡ 03-5320-4279 までおたずねください。

1-7  どのような条件が
整備されれば、訪問看
護ステーションに勤務
しますか。

訪問看護の人材確保・定着に関する調査（病院の訪問看護部門常勤・従事者 従事者用

 

用）



122

 

122 

2-1　訪問看護と病院と
の違いは何だと思いま
すか。

３．職場満足度スケール

3-1　あなたの現在の職
場に対する満足度を○
を付けてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3-2  およその年収
※差し支えなければお
答え願います。

１．400万円未満　　２．400～500万円　　３．500万円～600万円　　４．600～700万
円

５．700万円～800万円　　６．800万円以上

※平成２４年７月２３日（月曜日）までに東京都介護保険課までお送り下さいますようお願いいたします。

※個人が特定されないように分析するとともに、東京都の施策に反映させて頂きます。

２．訪問看護の特殊性について

※お忙しい中、ご協力頂きましてありがとうございます。

４．自由記載

訪問看護の仕事について、日頃感じていること、思っていること、人材確保・定着に関する改善案などがあり
ましたら、自由にお書きください。

質問項目
とてもそう

思う
まあそう思

う
どちらでも

ない
あまりそう
思わない

全くそうそう
思わない

１．豊富な知識や経験が必要である　 1 2 3 4 5

２．看護職の責任が重い　 1 2 3 4 5

３．自分の知識や技能をいかすことができる　 1 2 3 4 5

４．やりがい・生きがいをもてる仕事である　 1 2 3 4 5

５．安定性・将来性がある　 1 2 3 4 5

６．キャリアアップに繋がる　 1 2 3 4 5

７．家庭生活との両立がしやすい　 1 2 3 4 5

８．給与が高い　 1 2 3 4 5

９．自分の都合のよい日・時間に働ける　 1 2 3 4 5

１０．体力的な負担が軽い 1 2 3 4 5

と
て
も
不

満
で
あ
る

少
し
不
満

が
あ
る

ど
ち
ら
で

も
な
い

ま
あ
満
足

で
あ
る

と
て
も
満

足
で
あ
る
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６）訪問看護支援に関する区市町村の実態把握に関するアンケート（区市町村票） 

※調査時点は、平成２４年５月１日、または質問に記載している期間とします。

１．調査回答者について

1-1  市区町村名

1-2  担当部署名

1-3  回答者氏名

1-4  連絡先（電話番号）

1-5　メールアドレス

２．訪問看護事業所について（平成２４年４月に介護保険の訪問看護について請求の内容）

2-1　事業所数

  （a）訪問看護ＳＴ

　（b）病院

　（c）診療所

2-2  訪問看護ＳＴ
　　  サテライト数

2-3　訪問看護利用者数

2-4  訪問看護提供回数

2-5  介護保険給付
　　 総利用者数

4-1　訪問回数：１．有り　→　（　　　　　）回　２．無し

4-2　利用者数：１．有り　→　（　　　　　）人　２．無し

4-3　訪問看護師数：１．有り　→(　 　　   )人　２．無し

4-4　定期巡回・随時対応訪問看護師事業所数
         １．有り　→　（　   　　）施設　　　 ２．無し

4-5　複合型事業所数：１．有り →（　　　）施設 ２．無し

　都内の急速な高齢独居化を受けて、今後は在宅療養を支えるための訪問看護のニーズの増加が
予想されています。一方で、訪問看護業務の専門性、責任の重さ、業務の採算性、ヘルパーとの
業務範囲の違いが不明確、ニーズが顕在化していないなど、訪問看護を取り巻く課題は複雑多岐
にわたります。また、訪問看護の事業所や看護師の確保、地域での看護師の就労支援は喫緊の課
題です。
　これらの課題について、皆様方貴区市町村におかれましては、どのように取り組んでおられる
のかを伺い、東京都の施策立案に活用していきたいと考えております。
　訪問看護を推進するためには、多職種、多機関との連携も深く関連していると思いますので、
あわせて、在宅ケア整備に関わる包括的なご意見も伺いたいと思います。御協力方、よろしくお
願い致します。

３．訪問看護サービスの提供に係る、将来推計について
（介護保険事業計画等における５年後の見込み）

見込みの有無と目標値

訪問看護支援に関する区市町村の実態把握に関するアンケート

 



124

 

124 

４．貴地域における訪問看護の課題について

4-1 在宅ケアを推進す
　　るにあたり、次に
　　挙げるサービスの
　　整備状況について
　　フォーマル・イン
　　フォーマルサービ
　　スを問わず、質・
　　量などを総合的に
　　考えてお答えくだ
　　さい。

※リーダー的な訪問看護事業所とは、例えば、
・規模が大きい
・地域において長年にわたり訪問看護を実施している
・認定ナースや専門ナースがいるなど
現在又は将来、他の訪問看護事業所に指導・助言を行う等、地域の中
核的役割を担う事業所を想定しております。

4-2 訪問看護の人材確
　　保育成・定着には
　　右職種・機関との
　　連携が大切となっ
　　ています。量・質
　　など総合的に考え
　　て、右職種・機関
　　は充足していると
    思いますか。

５．訪問看護師を効果的に活用していくための施策について

１
認知症
ケア

２
がん患
者
ケア

３
虚弱

高齢者

ケア

４
障害児
ケア

５
精神患
者
ケア

６
看取り
ケア

全く不足 1 1 1 1 1 1

やや不足 2 2 2 2 2 2

どちらでもない 3 3 3 3 3 3

まあ充足 4 4 4 4 4 4

とても充足 5 5 5 5 5 5

１
医療機関看護師が
訪問看護として地
域に出ることがで
きる仕組みが必要

２
新卒看護師が訪問
看護ステーション
に就職できるような

仕組みが必要

３
看護師の裁量を拡
大し、より多くの
ニーズに応えられ
るような仕組みが

必要

４
難局に対峙できる
ような看護師の教

育が必要

とても重要 1 1 1 1

やや重要 2 2 2 2

どちらでもない 3 3 3 3

さほど重要でない 4 4 4 4

重要でない 5 5 5 5

１
訪問看
護師・事
業所

２
リーダー
的(※)な
訪問看
護事業

所

３
往診医

４
介護支
援専門

員

５
病院の
退院支
援部署

等
地域連
携機能

６
施設の
退所支
援部署

等
地域連
携機能

全く不足 1 1 1 1 1 1

やや不足 2 2 2 2 2 2

どちらでもない 3 3 3 3 3 3

まあ充足 4 4 4 4 4 4

とても充足 5 5 5 5 5 5
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※質問は以上です。御協力頂きありがとうございました。
※お忙しい中、大変恐縮ですが、７月１8日（水曜日）までに東京都介護保険課まで御回答ください。

６．在宅ケア全般の充実に向け、現在、貴区市町村において、訪問看護師を支援、効果
　　的に活用するために実施している施策や、今後取り組みたいアイディアがありまし
　　たら、具体的にお書きください。

(例)在宅医療関係の研修会や交流会の開催、病院職員訪問看護ステーション実習研修
　　 訪問看護ステーション人材確保など
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